








私達は情熱を持って、飽くなきものづくりにチャ レンジし続けます。私達は情熱を持って、飽くなきも
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絶えず新しい可能性に向かってチャレンジすること。それがBOLTZの精神です。
創業より受け継がれる「人と社会を繋ぐものづくり」の精神を信条に、自分たちが生産している部品が
自動車・自動二輪車にとってどれだけ重要な部品なのかを自覚し、誇りと責任を持って取り組んでいます。
私達は創業より培った独自の冷間精密圧造技術に日々の創意工夫を積み重ね、全てのお客様に喜んで
いただける最高の製品のお届けにチャレンジし続けます。

　目標を達成するために何をすべきかを考え、課題を明
らかにすることが大切です。課題がはっきりしていれば、
どう動けばよいかというイメージがわきます。モチベーション
も高まります。そして、実際に動きやすいものです。
　もっとも効果があると思われる課題を選び、検討段階
からメンバー全員を巻き込んで、当事者意識を持って一
丸となって取り組んでいます。このことで問題解決が迅
速になるだけでなく、メンバー間の責任感がより強まり、
目標必達へのパワーが生まれてます。

　品質管理だけでなく生産管理におい
ても、実際の製品を直接確認する現地・
現物は大変重要です。コンピューターの
画面が教えてくれる情報に基づいた分析
と管理だけでは十分な生産管理はできま
せん。私達は、製品の納期遅れを徹底的
に防ぐため、各製品の生産進捗状況を
見える化し、昼休憩後の15分間、関係者
全員と情報を共有化すると共に問題点
を洗い出す時間を設けています。
　この活動を始めてから、問題の対策実
施が目に見えて早くなり、納期遅れ防止
に大きな効果がありました。さらには、生産
現場と密に接することで、計画変更に伴
う生産コントロールや迅速な調整に対応
しやすくなりました。

　目標を定める前に「この目標は必ず達
成できる」という意識をしっかり持つことが
大事だと思います。それには他人事では
なく､自分事として「責任」を負い、改善を
通じて「自分自身の能力を伸ばす」為に
も、高い目標に挑戦することが大切です。
それと目標達成を阻む一番の障害は､
「気持ちの緩み」です。困難な問題が発
生しても、諦めず仲間と問題を共有し、全
員の知恵と工夫で取り組んで乗り越える
ことが重要です。
　問題に対して踏みとどまる事が出来て
こそ、期待以上の成果があげられるもの
です｡

　上司や経験豊富な人が言っている事
や、昔からやっている事に囚われて、思い
込みや決めつけをしない事が大切です｡
問題要因を考える際には､まず自分の仕
事の責任範囲に要因が無いかを考え、
簡単に他に目を向けないように意識して
います。
　また、仕事の後に振り返ってみて、「お
客様の満足につながっているか」､「会社
の成長につながったか」､そして「自分の
成長につながったか」と客観的に評価し、
今後の仕事に活かすようにしています。

意識を変え、行動を変える 目標をやりきる意識を
しっかり持つ

現地・現物の徹底が
大事です 全員参加で目標必達

　当社は1933年の創業以来、「お客様第一」の経営理念のも

と、革新的なものづくりへの挑戦を通じ地域への貢献と従業員

の豊かな生活の実現を基本方針としてます。これまで自動車、

オートバイ、産業機械向けの高い強度と精度を兼ね備えた様々

なボルトやピストンピン、油圧配管パイプをお届けし、お客様の

ニーズにお応えして参りました。

　しかし今、お客様はより高い品質で低コストの製品を少量で

早く納めることを求めています。これに応えるため、私達は長年

培った冷間圧造技術と一貫生産体制を更に磨き上げ、スリム

で強靭な体質への変革を進めます。また多品種少量生産が可

能なビジネスモデルの構築に全力で取り組んで参ります。

　私達はお客様により満足して頂けるものづくりを心掛け、多く

の皆様に信頼される企業を目指し一層努力を続けて参ります。
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